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各

部

落

の

踊

り

の

合

間

に

は

、
全
員
に
よ
る

「
新
泉
小
音

頭

」
と

「
広
見
音
頭

」
で
す

。

特
に

「
新
泉
小
音
頭

」
で
は

、

泉
小
六
年
児
童
が
た
た
く
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
り
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た

。

　
踊
り
の
後
に
は

、
ま
ず
個
人

賞
の
発
表
が
あ
り

、
各
部
落
よ

り

「
浴
衣
美
人

」
が
選
ば
れ
ま

し
た

。
引
き
続
き
お
楽
し
み
抽

選
会
に
移
り

、
三
等
か
ら
特
等

ま
で
様
々
な
賞
品

（
別
表

）
の

当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と

、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓

声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た

。

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

大
い
に
盛
り
上
が
る

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
花
火
大
会

で
す

。
今
回
か
ら
場
所
を
変
更

し
た
た
め

、
観
客
が
農
業
公
社

敷
地
に
移
動
し
て
か
ら
始
ま
り

ま
し
た

。
場
所
の
変
更
に
伴
い

仕
掛
け
花
火
は
出
来
な
く
な
り

ま

し

た

が

、
そ

の

分

派

手

に

な

っ
た
打
ち
上
げ
花
火
が

、
夜

空
を
染
め
て
い
き

、
盆
踊
り
大

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た

。

　
花
火
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん

、
準
備
や
後
片
付
け
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆

さ
ん

、
踊
り
に
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。

太鼓をたたく泉小児童

泉地区納涼盆踊り大会（8月14日）
　
今
年
で
四
十
五
回
目
を
迎

え
る
泉
地
区
納
涼
盆
踊
り
大

会
を

、
泉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
し
ま
し
た

。

　
心
配
さ
れ
た
天
候
も

、
大

き
く
崩
れ
る
こ
と
な
く

、
屋

外
で
無
事
に
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た

。

　
準

備

も

多

数

の

役

員

の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と

、
昨

年
同
様
に
三
ト
ン
ユ
ニ

ッ
ク

車
に
よ
る
や
ぐ
ら
を
中
心
と

し
て

、
ち

ょ
う
ち
ん
や
笹
竹

な
ど

、
滞
り
な
く
出
来
ま
し

た

。

リズムを合わせて

　
本
番
で
は

、
新
仏
へ
の
黙
と

う

を

行

い

、
主

催

者

あ

い

さ

つ

、
町
長
祝
辞
の
あ
と

、
小
倉

保
育
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
か

つ
お
ぶ
し
音
頭

」
で
幕
を
開
け

ま
し
た

。
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
踊

っ
て
い
た
だ

き

、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た

。

シデ踊りを踊る皆さん

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 木口 譲 

℡４７－０３５３ 

順位 賞品名 本数
特等 冷温庫 1

特別賞
どぶろく

（企業組合ひろみ川提供）
3

１等 ボール型掃除機 3
２等 デザートセット 10
３等 きじ飯セット 20

お楽しみ抽選会賞品



２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉公民館報　　　　　　　　　　　2017年（平成29年）８・９月号

　
昨
年
よ
り
児
童
数
の
減
少
の
た

め

、
た

か

の

す

学

級

の

活

動

は

五
・
六
年
生
合
同
で
行

っ
て
い
ま

す

。
六
年
生
は
昨
年
の
キ

ャ
ン
プ

を

須

ノ

川

で

行

っ
た

こ

と

も

あ

り

、
今
年
は
成
川
渓
谷
キ

ャ
ン
プ

場
で
行
い
ま
し
た

。

　
参
加
者
は
六
年
生
三
人
と
五
年

生
五
人
の
合
計
八
人
で

、
ま
ず
蛇

王
橋
か
ら
キ

ャ
ン
プ
場
ま
で
ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク
ウ

ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た

。

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着
し
て
か
ら

歩け歩け～

泉
婦
人
会
町
外
研
修
（
七
月
二
十
四
日
）

た
か
の
す
学
級
野
外
キ

ャ
ン
プ

（
七
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日

）

テ
ン
ト
を
設
営
し
ま
し
た
が

、

テ
ン
ト
用
の
ウ

ッ
ド
デ

ッ
キ
が

あ
る
こ
と
か
ら

、
今
ま
で
よ
り

簡
単
に
設
営
で
き
ま
し
た

。

　
川
で
水
遊
び
し
た
後
は
夕
食

の
カ
レ
ー

を
作
り

、
高
月
温
泉

で
汗
を
流
し
て
夕
べ
の
集
い
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た

。

　
翌
朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
朝

食
を
作
り

、
川
遊
び
や
ス
イ
カ

割
り
で
楽
し
み
ま
し
た

。

　
初
め
て
の
成
川
で
し
た
が

、

予
想
以
上
に
涼
し
く

、
子
ど
も

も
大
人
も
大
満
足
で
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た

。

割れるかな？

芝不器男記念館にて

　
今
回
の
町
外
研
修
は

、
参
加
者

か
ら
の

『
予
土
線
の
ト
ロ

ッ
コ
列

車
に
乗
り
た
い

』
と
い
う
要
望
を

受
け

、
そ
れ
を
メ
イ
ン
に
計
画
を

練
り
ま
し
た

。

　
ま
ず
は

、
ト
ロ

ッ
コ
列
車
に
乗

車
す
る
ま
で
の
時
間

、
松
野
町
の

芝

不

器

男

記

念

館

に

行

き

ま

し

た

。
こ
こ
は
明
治
の
俳
人
芝
不
器

男

の

生

家

を

改

修

し

た

記

念

館

で

、
保
存
さ
れ
て
い
る
本
人
直
筆

の
原
稿
や

、
身
内
に
出
し
た
手
紙

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た

。

　
芝
不
器
男
記
念
館
を
後
に
し

、

松
丸
駅
か
ら
い
よ
い
よ
ト
ロ

ッ
コ

列
車
に
乗
車
で
す

。

　
ト
ロ

ッ
コ
列
車
は
二
両
編
成
の

う
ち
一
両
が
貨
物
列
車
を
改
修
し

た
も
の
で

、
自
然
の
風
に
吹
か

れ
な
が
ら
雄
大
な
四
万
十
川
の

景

色

を

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。
列
車
に
揺
ら
れ
る
こ
と
約

一
時
間
半

、
終
点
の
窪
川
駅
で

ト

ロ

ッ
コ

列

車

を

降

り

ま

し

た

。
　
そ
の
後
は
道
の
駅

「
あ
ぐ
り

窪
川

」
に
て
昼
食
を
と
り

、
休

憩
し
た
り
お
土
産
を
買

っ
た
り

し

、
町
の
バ
ス
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た

。
私
は
名
物
の
豚
ま
ん

と
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
ま

し
た
が

、
ど
ち
ら
も
濃
厚
な
味

で
し
た

。

　
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

、

お
疲
れ
様
で
し
た

。

トロッコ列車にて



多動力 堀江　貴文
あのホリエモン曰く、これからは異なるこ
とを同時にこなす「多動力」が必要です。
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題名 著者 内容

かがみの孤城 辻村　深月
鏡の世界で謎を追う不登校児、大人と子ど
もの目が共存する救いの物語です。

そのままでいい 田口　久人
SNSの一つであるインスタグラムで累計
100万いいねを集めた珠玉の名言集。

ハンディ版　感情的にならない
気持ちの整理術

和田　秀樹
感情に振り回されず、不機嫌を消してごき
げんを増やすテクニックを紹介します。

言ってはならない
日本のタブー100

西岡研介、伊藤博
敏、森功ほか

テレビや新聞には決して出ないタブーを暴
いていきます。

ねことじいちゃん3 ねこまき
人気シリーズ第3弾。一人と一匹の日常を
描きます。

おしりたんてい
いせきからのSOS

トロル
ジャングルの奥深くから助けを求める依頼
人とは!?

身代わりの空（上下） 堂場　瞬一
旅客機事故で身元不明の遺体は指名手配犯
だった…

孤道 内田　康夫
浅見光彦シリーズ最新刊。しかし著者病気
のため未完です。

自分でできる　筋膜リリース
パーフェクトガイド

竹井　仁
第二の骨格とも言われる筋膜を解きほぐす
ことで、身体の痛みやコリを治します。

にじいろガーデン 小川　糸
特別なようでどこにでもいる、温かな家族
の物語です。

青空に飛ぶ 鴻上　尚史
新居浜出身の劇作家の最新作。僕はまだ、
生きようと思ったんだ。
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★
今
後
の
予
定
★

〈
十
月

〉

四
日
～
十
日

　
　
　
　
え
ひ
め
国
体

十
六
日
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
　
事
業
稲
刈
り

二
十
一
日
～
二
十
二
日

　
　
　
　
で
ち
こ
ん
か

二
十
五
日
ク
ロ

ッ
ケ
ー

　
　
　
泉
郵
便
局
長
杯

〈
十
一
月

〉

二
日
　
老
ク
町
外
研
修

五
日
　
部
落
対
抗

　
　
　
　
　
球
技
大
会

十
二
日
　
泉
地
区
統
一

　
　
　
環
境
美
化
デ
ー

十
四
日
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
　
　
事
業
脱
穀

十
五
日
　
ク
ロ

ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
秋
季
大
会

二
十
六
日
　
遺
跡

　
　
　
　
　
　
ま
つ
り

編 集 後 記

　いよいよえひめ国体です。
何かと大変でしょうが、おも
てなしの精神で、選手や役員
の心に残る民泊にしたいもの
です。（K）

　
今
回
の
美
化
デ
ー

は

、
広

見
川
等
統
一
河
川
清
掃
と
合

同
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
当
日
は
早
朝
よ
り
真
夏
の

太
陽
が
照
り
つ
け

、
暑
い
中

で
の
作
業
に
な
り
ま
し
た

。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

、
各

部
落
の
国
道
沿
い
の
花
壇

に

、
ポ
ー
チ

ュ
ラ
カ
の
苗
を

植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た

。

　
河
川
清
掃
で
も

、
草
刈
り

機
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
い
て

い
ま
し
た

。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た

。

花苗を植える小西野々の皆さん

同
率
で
興
野
々
チ
ー

ム
が
敢

闘
賞
と
な
り
ま
し
た

。

　
泉
支
部
長
杯
は
七
チ
ー

ム

が
出
場
し

、
や
は
り
総
当
た

り
で
の
試
合
と
な
り
ま
し

た

。

　
結
果
は
新
田
チ
ー

ム
が
五

勝
一
敗
で
優
勝

、
準
優
勝
は

岩
谷
チ
ー

ム
で
四
勝
二
敗

、

同
率
第
三
位
は
出
目
チ
ー

ム

、
敢
闘
賞
は
二
勝
一
分
け

三
敗
の
上
川
チ
ー

ム
と
な
り

ま
し
た

。

　
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
暑

い
中
お
疲
れ
様
で
し
た

。

　
老
人
ク
ラ
ブ
泉
支
部
の
ク

ロ
ッ
ケ
ー
夏
季
大
会
と
泉
支

部
長
杯
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ

、
夏
の
日
差
し
の
中

、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た

。

　
夏
季
大
会
は
六
チ
ー

ム
が

出
場
し

、
総
当
た
り
で
試
合

を
し
ま
し
た

。

　
そ
の
結
果

、
出
目
チ
ー

ム

が
四
勝
一
敗
で
優
勝
し

、
岩

谷
チ
ー
ム
が
三
勝
二
敗
で
準

優
勝

、
上
川
チ
ー

ム
が
二
勝

二
分
一
敗
で
第
三
位

、

選手宣誓！

ボールの行方は・・・

ク
ロ
ッ
ケ
ー
夏
季
大
会

、
支
部
長
杯
開
催
！

（
七
月
十
一
日

、
八
月
二
十
二
日

）

　
老
朽
化
し
て
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
し
た
図
書

室
と
会
議
室
の
エ
ア
コ
ン
を

こ
の
度

、
最
新
型
に
交
換
い

た
し
ま
し
た

。

　
泉
公
民
館
に
は

、
千
冊
を

超
え
る
蔵
書
の
あ
る
図
書

室

、
七
十
人
が
収
容
で
き
る

ホ
ー
ル
な
ど

、
用
途
に
合
わ

せ
て
様
々
な
部
屋
が
あ
り
ま

す

。
会
議
や
趣
味
の
活
動
な

ど

、
快
適
な
環
境
で
使
い
や

す
く
な

っ
た
公
民
館
を

、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

。

公
民
館
エ
ア
コ

ン
工
事
完
了
！

泉
地
区
統
一

環
境
美
化
デ
ー

（
七
月
二
日
）


